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が
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し
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ル
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が
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が
終
結
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世
界
史
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換
点
と
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た
こ
の
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戦
が
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世
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の
転
換
点
と
な
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こ
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に
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成
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は
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を
開
け
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年
に
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は
幕
を
開
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日
本
で
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昭
和
末
期
か
ら
続
く
「
バ
ブ
ル
景

　

日
本
で
は
、
昭
和
末
期
か
ら
続
く
「
バ
ブ
ル
景

気
」
と
呼
ば
れ
る
空
前
の
好
景
気
が
ピ
ー
ク
に
達

気
」
と
呼
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れ
る
空
前
の
好
景
気
が
ピ
ー
ク
に
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し
よ
う
と
し
て
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し
よ
う
と
し
て
い
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製
造
業
を
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業
と
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る
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城
町
で
も
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製
造
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
坂
城
町
で
も
、
自

動
車
用
部
品
を
は
じ
め
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
電
気
機

動
車
用
部
品
を
は
じ
め
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
電
気
機

器
、
精
密
機
械
関
連
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
好

器
、
精
密
機
械
関
連
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
好

調
な
輸
出
産
業
に
支
え
ら
れ
活
況
が
続
い
て
い

調
な
輸
出
産
業
に
支
え
ら
れ
活
況
が
続
い
て
い

た
。
各
企
業
は
、
工
場
の
自
動
化
な
ど
に
よ
り
生

た
。
各
企
業
は
、
工
場
の
自
動
化
な
ど
に
よ
り
生
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を
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め
、
成
長
著
し
い
企
業
か
ら
の
税
収
に

産
性
を
高
め
、
成
長
著
し
い
企
業
か
ら
の
税
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よ
り
、
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、
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和
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り
、
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は
、
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和
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年
か
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３
年
間
、
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方
交

年
か
ら
３
年
間
、
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方
交

付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
る
ほ
ど
で
あ
り
、〝
工

付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
る
ほ
ど
で
あ
り
、〝
工

業
の
町　

坂
城
〟
に
は
全
国
か
ら
視
察
が
相
次
い

業
の
町　
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城
〟
に
は
全
国
か
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視
察
が
相
次
い

で
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で
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を
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い
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ラ
を
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、
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、
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造
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た
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計
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約
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９
４
億
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（
工
業
統
計

調
査
）、
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ず
れ
も
過
去
最
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を
記
録
し
て
い
た

調
査
）、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
た

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
事
業
所
数
は
減
少
の
一

が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
事
業
所
数
は
減
少
の
一

途
を
辿
り
、
製
造
品
出
荷
額
等
が
同
年
の
水
準
を

途
を
辿
り
、
製
造
品
出
荷
額
等
が
同
年
の
水
準
を

取
り
戻
す
ま
で
に
は
、
平
成

取
り
戻
す
ま
で
に
は
、
平
成
１９１９
年
ま
で
実
に

年
ま
で
実
に
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年年

の
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月
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要
す
る
こ
と
と
な
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。

の
歳
月
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
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冷
戦
の
終
結
し
た
世
界
に
は
、
政
治
・
経
済
構

　

冷
戦
の
終
結
し
た
世
界
に
は
、
政
治
・
経
済
構

造
の
大
き
な
変
革
が
訪
れ
た
。

造
の
大
き
な
変
革
が
訪
れ
た
。

　

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
ソ
連
が
崩
壊
。
共

　

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
ソ
連
が
崩
壊
。
共

産
主
義
陣
営
の
求
心
力
が
失
わ
れ
、
中
国
で
は
社

産
主
義
陣
営
の
求
心
力
が
失
わ
れ
、
中
国
で
は
社

会
主
義
市
場
経
済
の
導
入
へ
と
舵
を
切
る
な
ど
、

会
主
義
市
場
経
済
の
導
入
へ
と
舵
を
切
る
な
ど
、

世
界
中
に
市
場
主
義
経
済
が
拡
大
し
て
い
く
。

世
界
中
に
市
場
主
義
経
済
が
拡
大
し
て
い
く
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Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世
界
貿
易
機
関
）の
設
立（
１
９
９
５
）

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世
界
貿
易
機
関
）の
設
立（
１
９
９
５
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や
自
由
貿
易
協
定
な
ど
貿
易
円
滑
化
の
た
め
の
環

や
自
由
貿
易
協
定
な
ど
貿
易
円
滑
化
の
た
め
の
環

境
が
整
備
さ
れ
、「
人
」「
モ
ノ
」「
資
本
」、
加
え

境
が
整
備
さ
れ
、「
人
」「
モ
ノ
」「
資
本
」、
加
え

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
展
に
よ
る
「
情
報
」
が
、
国
境
を

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
展
に
よ
る
「
情
報
」
が
、
国
境
を

越
え
て
飛
び
交
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
が
到
来

越
え
て
飛
び
交
う
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
が
到
来

す
る
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す
る
。

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
急
速

　

我
が
国
に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
急
速

に
進
展
し
て
い
く
。

に
進
展
し
て
い
く
。

　

昭
和
後
期
か
ら
顕
著
と
な
っ
た
日
米
貿
易
摩
擦

　

昭
和
後
期
か
ら
顕
著
と
な
っ
た
日
米
貿
易
摩
擦

に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
最
大
の
貿
易
赤
字
相
手

に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
最
大
の
貿
易
赤
字
相
手

国
で
あ
る
日
本
に
対
し
、
自
動
車
や
半
導
体
な
ど

国
で
あ
る
日
本
に
対
し
、
自
動
車
や
半
導
体
な
ど

日
本
製
品
の
不
買
運
動
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
市
場

日
本
製
品
の
不
買
運
動
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
市
場

開
放
・
貿
易
自
由
化
を
求
め
て
圧
力
を
高
め
て
い

開
放
・
貿
易
自
由
化
を
求
め
て
圧
力
を
高
め
て
い

て
も
バ
ブ
ル
景
気
を
背
景
に
出
荷
額
の
ピ
ー
ク
を

て
も
バ
ブ
ル
景
気
を
背
景
に
出
荷
額
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
て
お
り
、
県
下
で
も
有
数
の
産
地
と
し
て
、

迎
え
て
お
り
、
県
下
で
も
有
数
の
産
地
と
し
て
、

そ
の
地
位
を
築
い
て
い
た
。

そ
の
地
位
を
築
い
て
い
た
。

　

こ
の
ま
ま
好
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気
が
続
く
と
誰
も
が
信
じ
て
い
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好
景
気
が
続
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と
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も
が
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て
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新
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時
代
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幕
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け
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新
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時
代
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け
。
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０
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過
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、
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９
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ぎ
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不
動
産
取
引
を
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制
す
る
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総
量
規
制
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動
産
取
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を
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す
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や
地
価
税
の
導
入
、
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ら
に
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公
定
歩
合
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引
き
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価
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合
の
引
き

上
げ
が
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る
と
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・
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価
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落
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上
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が
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る
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落
。
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３
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９
９
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に
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良
債
権
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９
９
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て
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く
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の
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く
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の
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史
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、
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３
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付
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造
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産
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陣
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会
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ど
、
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貿
易
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易
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滑
化
の
た
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環
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」「
モ
ノ
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Ｃ
Ｔ
の
発
展
に
よ
る
「
情
報
」
が
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国
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う
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化
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来

す
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速
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進
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後
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顕
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と
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た
日
米
貿
易
摩
擦

に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
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の
貿
易
赤
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手
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る
日
本
に
対
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、
自
動
車
や
半
導
体
な
ど

日
本
製
品
の
不
買
運
動
が
行
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れ
る
な
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、
市
場

開
放
・
貿
易
自
由
化
を
求
め
て
圧
力
を
高
め
て
い

て
も
バ
ブ
ル
景
気
を
背
景
に
出
荷
額
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
て
お
り
、
県
下
で
も
有
数
の
産
地
と
し
て
、

そ
の
地
位
を
築
い
て
い
た
。

　

こ
の
ま
ま
好
景
気
が
続
く
と
誰
も
が
信
じ
て
い

た
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
。

　

し
か
し
、
平
成
２
年
（
１
９
９
０
）、
行
き
過

ぎ
た
不
動
産
取
引
を
抑
制
す
る
た
め
、
総
量
規
制

や
地
価
税
の
導
入
、
さ
ら
に
は
公
定
歩
合
の
引
き

上
げ
が
行
わ
れ
る
と
、
地
価
・
株
価
は
暴
落
。
平

成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
は
、
多
額
の
不
良
債
権

を
残
し
て
あ
っ
け
な
く
バ
ブ
ル
景
気
は
崩
壊
す
る
。

　

長
期
に
わ
た
る
経
済
の
停
滞
、
デ
フ
レ
不
況
、

い
わ
ゆ
る
「
失
わ
れ
た
１０
年
、
２０
年
…
」
の
始
ま

り
で
あ
り
、
坂
城
の
も
の
づ
く
り
が
「
失
わ
れ
た

時
代
」
か
ら
の
復
活
を
目
指
す
険
し
い
道
の
り
の

始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

「
平
成
」
と
は
ど
の
よ
う
な

「
平
成
」
と
は
ど
の
よ
う
な

時
代
で
あ
っ
た
の
か

時
代
で
あ
っ
た
の
か

高
度
成
長
の
時
代
が
終
わ
り
、
変
わ
り
ゆ
く
世
界
の
中
で
、

未
来
へ
と
歩
み
続
け
た
「
坂
城
の
も
の
づ
く
り
」
の
30
年
を
振
り
返
る



た
。
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
輸
出
超
過
是
正
の
た
め
、
昭
和

　

ま
た
、
日
本
の
輸
出
超
過
是
正
の
た
め
、
昭
和

６０６０
年
（
１
９
８
５
）
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
り
進
め

年
（
１
９
８
５
）
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
り
進
め

ら
れ
た
円
高
は
、
平
成
６
年
（
１
９
９
４
）
に
は

ら
れ
た
円
高
は
、
平
成
６
年
（
１
９
９
４
）
に
は

１
ド
ル
＝

１
ド
ル
＝
９９９９
円
台
に
達
し
た
。
輸
出
産
業
は
大
き

円
台
に
達
し
た
。
輸
出
産
業
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
、
各
企
業
は
生
産
拠
点
の
海
外
移

な
打
撃
を
受
け
、
各
企
業
は
生
産
拠
点
の
海
外
移

転
、
部
品
の
現
地
調
達
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

転
、
部
品
の
現
地
調
達
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

　　　

坂
城
町
で
は
、
昭
和

　

坂
城
町
で
は
、
昭
和
４０４０
年
代
か
ら

年
代
か
ら
５０５０
年
代
に
か

年
代
に
か

け
て
い
ち
早
く
海
外
展
開
を
進
め
て
い
た
企
業
も

け
て
い
ち
早
く
海
外
展
開
を
進
め
て
い
た
企
業
も

あ
っ
た
が
、
下
請
を
中
心
に
事
業
展
開
し
て
い
た

あ
っ
た
が
、
下
請
を
中
心
に
事
業
展
開
し
て
い
た

中
小
企
業
で
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
不
況
に
加

中
小
企
業
で
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
不
況
に
加

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
よ
り
深
刻
な
影
響
を

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
よ
り
深
刻
な
影
響
を

受
け
る
こ
と
と
な
る
。

受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

個
々
の
企
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
の
産

　

個
々
の
企
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
の
産

業
史
に
掲
載
し
た
経
営
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ご

業
史
に
掲
載
し
た
経
営
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
あ
る
企
業
は
現
地
で
の
取

覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
あ
る
企
業
は
現
地
で
の
取

引
を
行
う
た
め
海
外
進
出
を
決
意
し
、
ま
た
、
あ

引
を
行
う
た
め
海
外
進
出
を
決
意
し
、
ま
た
、
あ

る
企
業
は
国
内
生
産
に
お
け
る
付
加
価
値
向
上
に

る
企
業
は
国
内
生
産
に
お
け
る
付
加
価
値
向
上
に

取
り
組
む
な
ど
、
生
き
残
り
を
か
け
て
グ
ロ
ー
バ

取
り
組
む
な
ど
、
生
き
残
り
を
か
け
て
グ
ロ
ー
バ

ル
化
時
代
へ
の
適
応
を
図
っ
て
い
っ
た
。

ル
化
時
代
へ
の
適
応
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
、
新
興
国
に
著
し
い
経
済

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
、
新
興
国
に
著
し
い
経
済

成
長
を
も
た
ら
し
た
。
と
り
わ
け
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

成
長
を
も
た
ら
し
た
。
と
り
わ
け
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
）
諸
国

（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
）
諸
国

は
、
巨
大
な
市
場
と
豊
富
な
資
源
の
も
と
、
急
成

は
、
巨
大
な
市
場
と
豊
富
な
資
源
の
も
と
、
急
成

長
を
遂
げ
る
。

長
を
遂
げ
る
。

　

坂
城
町
に
お
い
て
も
、
平
成
５
年
の
「
日
中
共

　

坂
城
町
に
お
い
て
も
、
平
成
５
年
の
「
日
中
共

同
学
術
調
査
坂
城
町
企
業
調
査
」
を
き
っ
か
け

同
学
術
調
査
坂
城
町
企
業
調
査
」
を
き
っ
か
け

８
７
７
億
円
と
２
分
の
１
以
下
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

８
７
７
億
円
と
２
分
の
１
以
下
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　

こ
の
こ
ろ
の
話
は
、
多
く
の
経
営
者
に
イ
ン
タ

　

こ
の
こ
ろ
の
話
は
、
多
く
の
経
営
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
で
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
未

ビ
ュ
ー
の
中
で
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
未

曽
有
の
不
況
の
な
か
、
経
営
者
か
ら
従
業
者
の
一

曽
有
の
不
況
の
な
か
、
経
営
者
か
ら
従
業
者
の
一

人
ひ
と
り
に
至
る
ま
で
、
言
葉
に
す
る
こ
と
の
で

人
ひ
と
り
に
至
る
ま
で
、
言
葉
に
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

き
な
い
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

読
者
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
部
分

　

読
者
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
部
分

を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
と
い
う
時
代
は
、
バ
ブ
ル

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
と
い
う
時
代
は
、
バ
ブ
ル

崩
壊
か
ら
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
度
重
な
る

崩
壊
か
ら
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
度
重
な
る

経
済
危
機
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
日
本
経
済
全

経
済
危
機
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
日
本
経
済
全

体
が
翻
弄
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

体
が
翻
弄
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

戦
中
戦
後
の
疎
開
企
業
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
ス

　

戦
中
戦
後
の
疎
開
企
業
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
ス

ピ
ン
ア
ウ
ト
（
分
離
独
立
）
を
繰
り
返
す
こ
と
で

ピ
ン
ア
ウ
ト
（
分
離
独
立
）
を
繰
り
返
す
こ
と
で

拡
大
し
て
き
た
坂
城
の
工
業
で
あ
っ
た
が
、
い
く

拡
大
し
て
き
た
坂
城
の
工
業
で
あ
っ
た
が
、
い
く

つ
も
の
事
業
所
が
時
勢
に
合
わ
ず
、
残
念
な
が
ら

つ
も
の
事
業
所
が
時
勢
に
合
わ
ず
、
残
念
な
が
ら

閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
荒

閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
荒

波
を
乗
り
越
え
た
企
業
は
付
加
価
値
の
高
い
も
の

波
を
乗
り
越
え
た
企
業
は
付
加
価
値
の
高
い
も
の

づ
く
り
に
向
け
た
不
断
の
努
力
を
続
け
、
一
層
の

づ
く
り
に
向
け
た
不
断
の
努
力
を
続
け
、
一
層
の

成
長
を
果
た
し
て
い
る
。

成
長
を
果
た
し
て
い
る
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
収
束
後
の
平
成

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
収
束
後
の
平
成
２７２７
年年

（
２
０
１
５
）
に
は
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
リ
ー

（
２
０
１
５
）
に
は
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
、
平
成

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
、
平
成

２９２９
年
（
２
０
１
７
）
に
は
、
初
め
て
２
０
０
０
億

年
（
２
０
１
７
）
に
は
、
初
め
て
２
０
０
０
億

円
台
を
突
破
す
る
。
平
成
元
年
と
平
成

円
台
を
突
破
す
る
。
平
成
元
年
と
平
成
３０３０
年
を
比

年
を
比

較
す
る
と
、
１
事
業
所
当
た
り
の
製
造
品
出
荷
額

較
す
る
と
、
１
事
業
所
当
た
り
の
製
造
品
出
荷
額

等
、
粗
付
加
価
値
額
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

等
、
粗
付
加
価
値
額
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

に
、
中
国
と
の
産
学
官
で
の
交
流
事
業
が
始
ま

に
、
中
国
と
の
産
学
官
で
の
交
流
事
業
が
始
ま

り
、
い
く
つ
も
の
企
業
が
中
国
に
進
出
し
て
い
っ

り
、
い
く
つ
も
の
企
業
が
中
国
に
進
出
し
て
い
っ

た
。
た
。

　

改
革
開
放
を
推
し
進
め
た
中
国
は
、
平
成

　

改
革
開
放
を
推
し
進
め
た
中
国
は
、
平
成
２２２２
年年

（
２
０
１
０
）
に
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
停
滞
の

（
２
０
１
０
）
に
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
停
滞
の

続
く
日
本
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
上
回
る
。
世
界
第
２
位
の

続
く
日
本
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
上
回
る
。
世
界
第
２
位
の

経
済
大
国
と
な
っ
た
中
国
は
、
現
在
も
、
国
際
社

経
済
大
国
と
な
っ
た
中
国
は
、
現
在
も
、
国
際
社

会
に
お
け
る
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

会
に
お
け
る
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
相
互
依
存
を

　

一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
相
互
依
存
を

高
め
る
世
界
経
済
は
、
世
界
的
な
金
融
危
機
の
リ

高
め
る
世
界
経
済
は
、
世
界
的
な
金
融
危
機
の
リ

ス
ク
を
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ス
ク
を
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機

を
は
じ
め
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に
各
国
で
発
生

を
は
じ
め
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に
各
国
で
発
生

し
た
金
融
危
機
は
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を

し
た
金
融
危
機
は
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

及
ぼ
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
２０２０
年
（
２
０
０
８
）

年
（
２
０
０
８
）

の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
米

の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
米

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
（
リ
ー
マ
ン
・

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
（
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
）
は
、「
１
０
０
年
に
一
度
」
と
言
わ

シ
ョ
ッ
ク
）
は
、「
１
０
０
年
に
一
度
」
と
言
わ

れ
る
世
界
的
な
経
済
恐
慌
へ
と
発
展
し
た
。

れ
る
世
界
的
な
経
済
恐
慌
へ
と
発
展
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、
町
の
製
造
業

　

こ
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、
町
の
製
造
業

に
バ
ブ
ル
崩
壊
以
上
の
衝
撃
を
与
え
た
。

に
バ
ブ
ル
崩
壊
以
上
の
衝
撃
を
与
え
た
。

　

こ
の
こ
ろ
の
日
本
で
は
、「
実
感
な
き
景
気
回

　

こ
の
こ
ろ
の
日
本
で
は
、「
実
感
な
き
景
気
回

復
」
と
呼
ば
れ
る
緩
や
か
な
景
気
拡
大
が
続
い
て

復
」
と
呼
ば
れ
る
緩
や
か
な
景
気
拡
大
が
続
い
て

お
り
、
平
成

お
り
、
平
成
１９１９
年
（
２
０
０
７
）
の
町
の
製
造
品

年
（
２
０
０
７
）
の
町
の
製
造
品

出
荷
額
等
は
、
バ
ブ
ル
期
の
平
成
３
年
を
上
回
る

出
荷
額
等
は
、
バ
ブ
ル
期
の
平
成
３
年
を
上
回
る

約
１
９
１
８
億
円
を
記
録
し
て
い
た
が
、
リ
ー

約
１
９
１
８
億
円
を
記
録
し
て
い
た
が
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
発
生
後
の
平
成

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
発
生
後
の
平
成
２１２１
年
に
は
約

年
に
は
約

た
。

　

ま
た
、
日
本
の
輸
出
超
過
是
正
の
た
め
、
昭
和

６０
年
（
１
９
８
５
）
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
り
進
め

ら
れ
た
円
高
は
、
平
成
６
年
（
１
９
９
４
）
に
は

１
ド
ル
＝
99
円
台
に
達
し
た
。
輸
出
産
業
は
大
き

な
打
撃
を
受
け
、
各
企
業
は
生
産
拠
点
の
海
外
移

転
、
部
品
の
現
地
調
達
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

　　

坂
城
町
で
は
、
昭
和
４０
年
代
か
ら
5０
年
代
に
か

け
て
い
ち
早
く
海
外
展
開
を
進
め
て
い
た
企
業
も

あ
っ
た
が
、
下
請
を
中
心
に
事
業
展
開
し
て
い
た

中
小
企
業
で
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
不
況
に
加

え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
よ
り
深
刻
な
影
響
を

受
け
る
こ
と
と
な
る
。

　

個
々
の
企
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
の
産

業
史
に
掲
載
し
た
経
営
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
あ
る
企
業
は
現
地
で
の
取

引
を
行
う
た
め
海
外
進
出
を
決
意
し
、
ま
た
、
あ

る
企
業
は
国
内
生
産
に
お
け
る
付
加
価
値
向
上
に

取
り
組
む
な
ど
、
生
き
残
り
を
か
け
て
グ
ロ
ー
バ

ル
化
時
代
へ
の
適
応
を
図
っ
て
い
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
、
新
興
国
に
著
し
い
経
済

成
長
を
も
た
ら
し
た
。
と
り
わ
け
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

（
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
）
諸
国

は
、
巨
大
な
市
場
と
豊
富
な
資
源
の
も
と
、
急
成

長
を
遂
げ
る
。

　

坂
城
町
に
お
い
て
も
、
平
成
５
年
の
「
日
中
共

同
学
術
調
査
坂
城
町
企
業
調
査
」
を
き
っ
か
け

８
７
７
億
円
と
２
分
の
１
以
下
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。

　

こ
の
こ
ろ
の
話
は
、
多
く
の
経
営
者
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
中
で
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
た
が
、
未

曽
有
の
不
況
の
な
か
、
経
営
者
か
ら
従
業
者
の
一

人
ひ
と
り
に
至
る
ま
で
、
言
葉
に
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

読
者
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
部
分

を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
平
成
と
い
う
時
代
は
、
バ
ブ
ル

崩
壊
か
ら
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
ま
で
度
重
な
る

経
済
危
機
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
日
本
経
済
全

体
が
翻
弄
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

　

戦
中
戦
後
の
疎
開
企
業
が
ベ
ー
ス
と
な
り
、
ス

ピ
ン
ア
ウ
ト
（
分
離
独
立
）
を
繰
り
返
す
こ
と
で

拡
大
し
て
き
た
坂
城
の
工
業
で
あ
っ
た
が
、
い
く

つ
も
の
事
業
所
が
時
勢
に
合
わ
ず
、
残
念
な
が
ら

閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
荒

波
を
乗
り
越
え
た
企
業
は
付
加
価
値
の
高
い
も
の

づ
く
り
に
向
け
た
不
断
の
努
力
を
続
け
、
一
層
の

成
長
を
果
た
し
て
い
る
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
収
束
後
の
平
成
２７
年

（
２
０
１
５
）
に
は
、
製
造
品
出
荷
額
等
は
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
水
準
ま
で
回
復
し
、
平
成

２9
年
（
２
０
１
７
）
に
は
、
初
め
て
２
０
０
０
億

円
台
を
突
破
す
る
。
平
成
元
年
と
平
成
３０
年
を
比

較
す
る
と
、
１
事
業
所
当
た
り
の
製
造
品
出
荷
額

等
、
粗
付
加
価
値
額
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

に
、
中
国
と
の
産
学
官
で
の
交
流
事
業
が
始
ま

り
、
い
く
つ
も
の
企
業
が
中
国
に
進
出
し
て
い
っ

た
。

　

改
革
開
放
を
推
し
進
め
た
中
国
は
、
平
成
２２
年

（
２
０
１
０
）
に
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
停
滞
の

続
く
日
本
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
上
回
る
。
世
界
第
２
位
の

経
済
大
国
と
な
っ
た
中
国
は
、
現
在
も
、
国
際
社

会
に
お
け
る
存
在
感
を
増
し
て
い
る
。

　

一
方
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
相
互
依
存
を

高
め
る
世
界
経
済
は
、
世
界
的
な
金
融
危
機
の
リ

ス
ク
を
増
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機

を
は
じ
め
、
１
９
９
０
年
代
後
半
に
各
国
で
発
生

し
た
金
融
危
機
は
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
２０
年
（
２
０
０
８
）

の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
米

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
破
綻
（
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
）
は
、「
１
０
０
年
に
一
度
」
と
言
わ

れ
る
世
界
的
な
経
済
恐
慌
へ
と
発
展
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、
町
の
製
造
業

に
バ
ブ
ル
崩
壊
以
上
の
衝
撃
を
与
え
た
。

　

こ
の
こ
ろ
の
日
本
で
は
、「
実
感
な
き
景
気
回

復
」
と
呼
ば
れ
る
緩
や
か
な
景
気
拡
大
が
続
い
て

お
り
、
平
成
１9
年
（
２
０
０
７
）
の
町
の
製
造
品

出
荷
額
等
は
、
バ
ブ
ル
期
の
平
成
３
年
を
上
回
る

約
１
９
１
８
億
円
を
記
録
し
て
い
た
が
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
発
生
後
の
平
成
２１
年
に
は
約



　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足

は
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
重
要
な
課
題
と
な
る

は
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
重
要
な
課
題
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

で
あ
ろ
う
。

　

日
本
の
人
口
は
、
平
成

　

日
本
の
人
口
は
、
平
成
２７２７
年
国
勢
調
査
に
お
い

年
国
勢
調
査
に
お
い

て
、
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
に
転
じ
、
本

て
、
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
に
転
じ
、
本

格
的
な
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
。
ま
た
、
高
齢

格
的
な
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
。
ま
た
、
高
齢

化
率
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
は

化
率
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
は
２８２８
・
８
％
・
８
％

ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

　

労
働
力
の
不
足
に
対
し
、
女
性
や
外
国
人
な
ど

　

労
働
力
の
不
足
に
対
し
、
女
性
や
外
国
人
な
ど

多
様
な
人
材
の
確
保
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
お

多
様
な
人
材
の
確
保
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
お

り
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
や
異
な
る
文
化
圏

り
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
や
異
な
る
文
化
圏

か
ら
き
た
就
労
者
が
働
き
、
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

か
ら
き
た
就
労
者
が
働
き
、
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
職
場
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
職
場
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
る
。

　

ま
た
、
平
成
期
に
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た

　

ま
た
、
平
成
期
に
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
高
度
な
技
術
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
高
度
な
技
術
が

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用
さ
れ
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用
さ
れ
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会

と
呼
ば
れ
る
段
階
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
今
後
、

と
呼
ば
れ
る
段
階
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
今
後
、

産
業
分
野
に
お
い
て
は
、
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
無

産
業
分
野
に
お
い
て
は
、
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
無

人
化
・
省
力
化
が
一
層
進
む
こ
と
で
、
生
産
性
の

人
化
・
省
力
化
が
一
層
進
む
こ
と
で
、
生
産
性
の

向
上
と
労
働
力
不
足
を
補
完
す
る
こ
と
が
期
待
さ

向
上
と
労
働
力
不
足
を
補
完
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　

さ
て
、「
平
成
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
う
え
で
、

　

さ
て
、「
平
成
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
う
え
で
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
時
代
が
「
災
害

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
時
代
が
「
災
害

の
時
代
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

の
時
代
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ

め
、
大
規
模
な
地
震
が
相
次
い
だ
。
ま
た
、
毎
年

め
、
大
規
模
な
地
震
が
相
次
い
だ
。
ま
た
、
毎
年

の
よ
う
に
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
水
害
、
土
砂

の
よ
う
に
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
水
害
、
土
砂

こ
れ
は
、
各
企
業
の
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
取

こ
れ
は
、
各
企
業
の
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
取

組
み
が
結
実
し
た
証
左
で
あ
ろ
う
。

組
み
が
結
実
し
た
証
左
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
間
、
町
内
企
業
の
支
援
に
お
い
て
、
大
き

　

こ
の
間
、
町
内
企
業
の
支
援
に
お
い
て
、
大
き

な
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
平
成
４
年（
１
９
９
２
）

な
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
平
成
４
年（
１
９
９
２
）

に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
（
現
・
公
益
財
団
法
人
）

に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
（
現
・
公
益
財
団
法
人
）

さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　

同
財
団
は
、
３
０
０
を
超
え
る
町
内
企
業
か
ら

　

同
財
団
は
、
３
０
０
を
超
え
る
町
内
企
業
か
ら

の
出
捐
と
町
の
補
助
金
に
よ
り
第
三
セ
ク
タ
ー
方

の
出
捐
と
町
の
補
助
金
に
よ
り
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
通
産
省
（
当

式
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
通
産
省
（
当

時
）、
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
坂
城
テ
ク
ノ

時
）、
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
坂
城
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
を
建
設
。
今
日
に
至
る
ま
で
企
業
の
技

セ
ン
タ
ー
を
建
設
。
今
日
に
至
る
ま
で
企
業
の
技

術
の
高
度
化
と
研
究
開
発
支
援
、
産
学
官
及
び
企

術
の
高
度
化
と
研
究
開
発
支
援
、
産
学
官
及
び
企

業
間
の
交
流
な
ど
企
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

業
間
の
交
流
な
ど
企
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合
な
ど
企

　

ま
た
、
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合
な
ど
企

業
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
グ

業
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
グ

ル
ー
プ
は
、
企
業
間
を
結
ぶ
横
糸
の
役
割
を
果
た

ル
ー
プ
は
、
企
業
間
を
結
ぶ
横
糸
の
役
割
を
果
た

し
、
激
変
す
る
経
済
情
勢
に
対
し
、
大
い
に
機
能

し
、
激
変
す
る
経
済
情
勢
に
対
し
、
大
い
に
機
能

す
る
こ
と
と
な
る
。

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
製
造
業
を
中
心
に
平
成
を
振
り

　

こ
れ
ま
で
、
製
造
業
を
中
心
に
平
成
を
振
り

返
っ
て
き
た
が
、
そ
の
他
の
産
業
に
目
を
向
け
る

返
っ
て
き
た
が
、
そ
の
他
の
産
業
に
目
を
向
け
る

と
、
平
成
３
年
に
出
荷
額
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
花

と
、
平
成
３
年
に
出
荷
額
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
花

き
栽
培
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
切
り
花
価
格
の

き
栽
培
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
切
り
花
価
格
の

下
落
や
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
り
生
産
者
の
撤
退

下
落
や
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
り
生
産
者
の
撤
退

が
続
い
た
。
一
方
で
町
花
バ
ラ
は
、
坂
城
町
の
シ

が
続
い
た
。
一
方
で
町
花
バ
ラ
は
、
坂
城
町
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
、
平

ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
、
平

成成
１４１４
年
（
２
０
０
２
）
に
開
園
し
た
「
さ
か
き
千

年
（
２
０
０
２
）
に
開
園
し
た
「
さ
か
き
千

曲
川
バ
ラ
公
園
」
は
、
毎
年
約
４
万
人
が
来
場
す

曲
川
バ
ラ
公
園
」
は
、
毎
年
約
４
万
人
が
来
場
す

る
町
の
観
光
資
源
へ
と
成
長
し
て
い
る
。

る
町
の
観
光
資
源
へ
と
成
長
し
て
い
る
。

　

坂
城
を
代
表
す
る
果
樹
で
あ
る
り
ん
ご
、
ぶ
ど

　

坂
城
を
代
表
す
る
果
樹
で
あ
る
り
ん
ご
、
ぶ
ど

う
栽
培
で
は
、
り
ん
ご
は
、
平
成
期
に
品
種
の
多

う
栽
培
で
は
、
り
ん
ご
は
、
平
成
期
に
品
種
の
多

様
化
が
進
ん
だ
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
も
あ
り
出

様
化
が
進
ん
だ
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
も
あ
り
出

荷
額
を
減
ら
し
て
い
る
。
一
方
、
ぶ
ど
う
は
、
付

荷
額
を
減
ら
し
て
い
る
。
一
方
、
ぶ
ど
う
は
、
付

加
価
値
の
高
い
品
種
に
よ
り
出
荷
額
が
増
加
し
て

加
価
値
の
高
い
品
種
に
よ
り
出
荷
額
が
増
加
し
て

い
る
。
近
年
は
、
県
の
「
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構

い
る
。
近
年
は
、
県
の
「
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構

想
」
を
背
景
に
、
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
（
東
地

想
」
を
背
景
に
、
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
（
東
地

区
）
特
区
の
認
定
を
受
け
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

区
）
特
区
の
認
定
を
受
け
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

産
地
化
の
取
組
み
も
進
ん
で
い
る
。
坂
城
産
ワ
イ

産
地
化
の
取
組
み
も
進
ん
で
い
る
。
坂
城
産
ワ
イ

ン
も
誕
生
し
、
ワ
イ
ン
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
盛
況

ン
も
誕
生
し
、
ワ
イ
ン
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
盛
況

を
見
せ
る
な
ど
、
官
民
が
連
携
し
た
事
業
が
展
開

を
見
せ
る
な
ど
、
官
民
が
連
携
し
た
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
期
に
は
、
伝
統
野
菜
の
「
ね
ず
み

　

ま
た
、
平
成
期
に
は
、
伝
統
野
菜
の
「
ね
ず
み

大
根
」
が
、
栽
培
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
生
産
者

大
根
」
が
、
栽
培
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
生
産
者

と
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
６
次
産
業
的
な
取
り

と
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
６
次
産
業
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
知
名
度
を
高
め

組
み
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
知
名
度
を
高
め

て
い
る
。

て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
、
生
産
の
担
い

　

い
ず
れ
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
、
生
産
の
担
い

手
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
も

手
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

後
継
者
の
不
在
は
、
小
売
業
に
も
影
を
落
と
し

　

後
継
者
の
不
在
は
、
小
売
業
に
も
影
を
落
と
し

て
い
る
。
坂
城
町
商
工
会
を
中
心
に
、
各
商
店
の

て
い
る
。
坂
城
町
商
工
会
を
中
心
に
、
各
商
店
の

経
営
や
事
業
承
継
に
対
す
る
支
援
、
ま
た
、「
プ

経
営
や
事
業
承
継
に
対
す
る
支
援
、
ま
た
、「
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
や
「
ふ
～
ど
市
」
な
ど
事
業

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
や
「
ふ
～
ど
市
」
な
ど
事
業

者
の
連
携
に
よ
る
需
要
喚
起
に
取
り
組
ん
で
い
る

者
の
連
携
に
よ
る
需
要
喚
起
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
平
成
を
通
じ
て
小
売
の
店
舗
数
の
減
少
が
続

が
、
平
成
を
通
じ
て
小
売
の
店
舗
数
の
減
少
が
続

い
た
。

い
た
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足

は
、
新
た
な
時
代
に
お
け
る
重
要
な
課
題
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

　

日
本
の
人
口
は
、
平
成
２７
年
国
勢
調
査
に
お
い

て
、
調
査
開
始
以
来
、
初
め
て
減
少
に
転
じ
、
本

格
的
な
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
た
。
ま
た
、
高
齢

化
率
は
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
は
２８
・
８
％

ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

　

労
働
力
の
不
足
に
対
し
、
女
性
や
外
国
人
な
ど

多
様
な
人
材
の
確
保
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
お

り
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
や
異
な
る
文
化
圏

か
ら
き
た
就
労
者
が
働
き
、
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
職
場
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　

ま
た
、
平
成
期
に
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
高
度
な
技
術
が

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活
用
さ
れ
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会

と
呼
ば
れ
る
段
階
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
今
後
、

産
業
分
野
に
お
い
て
は
、
高
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
り
無

人
化
・
省
力
化
が
一
層
進
む
こ
と
で
、
生
産
性
の

向
上
と
労
働
力
不
足
を
補
完
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

さ
て
、「
平
成
」
を
テ
ー
マ
に
す
る
う
え
で
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
時
代
が
「
災
害

の
時
代
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ

め
、
大
規
模
な
地
震
が
相
次
い
だ
。
ま
た
、
毎
年

の
よ
う
に
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
水
害
、
土
砂

こ
れ
は
、
各
企
業
の
生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
取

組
み
が
結
実
し
た
証
左
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
間
、
町
内
企
業
の
支
援
に
お
い
て
、
大
き

な
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
平
成
４
年（
１
９
９
２
）

に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
（
現
・
公
益
財
団
法
人
）

さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　

同
財
団
は
、
３
０
０
を
超
え
る
町
内
企
業
か
ら

の
出
捐
と
町
の
補
助
金
に
よ
り
第
三
セ
ク
タ
ー
方

式
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
通
産
省
（
当

時
）、
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
坂
城
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
を
建
設
。
今
日
に
至
る
ま
で
企
業
の
技

術
の
高
度
化
と
研
究
開
発
支
援
、
産
学
官
及
び
企

業
間
の
交
流
な
ど
企
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城
協
同
組
合
な
ど
企

業
グ
ル
ー
プ
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
企
業
グ

ル
ー
プ
は
、
企
業
間
を
結
ぶ
横
糸
の
役
割
を
果
た

し
、
激
変
す
る
経
済
情
勢
に
対
し
、
大
い
に
機
能

す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
製
造
業
を
中
心
に
平
成
を
振
り

返
っ
て
き
た
が
、
そ
の
他
の
産
業
に
目
を
向
け
る

と
、
平
成
３
年
に
出
荷
額
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
花

き
栽
培
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
切
り
花
価
格
の

下
落
や
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
り
生
産
者
の
撤
退

が
続
い
た
。
一
方
で
町
花
バ
ラ
は
、
坂
城
町
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
、
平

成
１４
年
（
２
０
０
２
）
に
開
園
し
た
「
さ
か
き
千

曲
川
バ
ラ
公
園
」
は
、
毎
年
約
４
万
人
が
来
場
す

る
町
の
観
光
資
源
へ
と
成
長
し
て
い
る
。

　

坂
城
を
代
表
す
る
果
樹
で
あ
る
り
ん
ご
、
ぶ
ど

う
栽
培
で
は
、
り
ん
ご
は
、
平
成
期
に
品
種
の
多

様
化
が
進
ん
だ
が
、
生
産
者
の
高
齢
化
も
あ
り
出

荷
額
を
減
ら
し
て
い
る
。
一
方
、
ぶ
ど
う
は
、
付

加
価
値
の
高
い
品
種
に
よ
り
出
荷
額
が
増
加
し
て

い
る
。
近
年
は
、
県
の
「
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構

想
」
を
背
景
に
、
千
曲
川
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
（
東
地

区
）
特
区
の
認
定
を
受
け
、
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

産
地
化
の
取
組
み
も
進
ん
で
い
る
。
坂
城
産
ワ
イ

ン
も
誕
生
し
、
ワ
イ
ン
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
盛
況

を
見
せ
る
な
ど
、
官
民
が
連
携
し
た
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
期
に
は
、
伝
統
野
菜
の
「
ね
ず
み

大
根
」
が
、
栽
培
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
生
産
者

と
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
６
次
産
業
的
な
取
り

組
み
を
展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
知
名
度
を
高
め

て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
、
生
産
の
担
い

手
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

後
継
者
の
不
在
は
、
小
売
業
に
も
影
を
落
と
し

て
い
る
。
坂
城
町
商
工
会
を
中
心
に
、
各
商
店
の

経
営
や
事
業
承
継
に
対
す
る
支
援
、
ま
た
、「
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
や
「
ふ
～
ど
市
」
な
ど
事
業

者
の
連
携
に
よ
る
需
要
喚
起
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
平
成
を
通
じ
て
小
売
の
店
舗
数
の
減
少
が
続

い
た
。



災
害
が
発
生
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

災
害
が
発
生
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

　

特
に
東
日
本
大
震
災
は
地
震
、
津
波
、
電
力
危

　

特
に
東
日
本
大
震
災
は
地
震
、
津
波
、
電
力
危

機
な
ど
「
想
定
外
」
の
複
合
災
害
と
な
っ
た
。
こ

機
な
ど
「
想
定
外
」
の
複
合
災
害
と
な
っ
た
。
こ

の
大
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
災
害
に
対
す
る
考
え

の
大
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
災
害
に
対
す
る
考
え

方
に
大
き
な
変
革
が
生
じ
た
。

方
に
大
き
な
変
革
が
生
じ
た
。

　

災
害
が
起
こ
り
得
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え

　

災
害
が
起
こ
り
得
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え

で
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
「
減
災
」
と
い
う
考
え

で
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
「
減
災
」
と
い
う
考
え

方
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
だ
。
ま
た
、
災
害
発
生

方
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
だ
。
ま
た
、
災
害
発
生

時
に
、
事
業
の
継
続
と
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
の

時
に
、
事
業
の
継
続
と
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
も
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

画
）
も
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、
令
和
元
年
東
日
本
台

　

令
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
は
、
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
坂
城
町

風
は
、
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
坂
城
町

を
含
め
県
内
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。

を
含
め
県
内
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。

　

今
後
も
町
の
産
業
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に

　

今
後
も
町
の
産
業
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
災
害
に
対
す
る
強

は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
災
害
に
対
す
る
強

靭
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

靭
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
集
中
豪
雨
の
頻
発
化
の
要
因
と
考
え
ら

　

ま
た
、
集
中
豪
雨
の
頻
発
化
の
要
因
と
考
え
ら

れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
な
ど
環
境
問

れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
な
ど
環
境
問

題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
、
平
成
期

題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
、
平
成
期

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）
の
地
球
環
境
サ
ミ
ッ

　

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）
の
地
球
環
境
サ
ミ
ッ

ト
以
降
、
環
境
問
題
に
対
す
る
国
際
的
な
議
論
や

ト
以
降
、
環
境
問
題
に
対
す
る
国
際
的
な
議
論
や

取
組
み
が
重
ね
ら
れ
、
平
成

取
組
み
が
重
ね
ら
れ
、
平
成
２７２７
年
（
２
０
１
５
）

年
（
２
０
１
５
）

に
は
、
環
境
、
社
会
、
経
済
の
課
題
を
不
可
分
な

に
は
、
環
境
、
社
会
、
経
済
の
課
題
を
不
可
分
な

も
の
と
捉
え
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
「
Ｓ

も
の
と
捉
え
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
へ
と
発
展

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
へ
と
発
展

の
度
に
飛
躍
を
遂
げ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

の
度
に
飛
躍
を
遂
げ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　

も
の
づ
く
り
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
雲
間
か
ら
差
し
込

　

も
の
づ
く
り
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
雲
間
か
ら
差
し
込

む
陽
の
光
の
よ
う
に
道
を
照
ら
し
だ
し
て
い
る
の

む
陽
の
光
の
よ
う
に
道
を
照
ら
し
だ
し
て
い
る
の

だ
。
だ
。

　

輝
く
未
来
に
向
か
っ
て
。

　

輝
く
未
来
に
向
か
っ
て
。

し
て
い
く
。

し
て
い
く
。

　

坂
城
町
に
お
い
て
も
、
平
成
の
間
、
各
企
業
は

　

坂
城
町
に
お
い
て
も
、
平
成
の
間
、
各
企
業
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
な
ど
環
境
マ
ネ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
な
ど
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
、
環
境
負
荷

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
、
環
境
負
荷

の
少
な
い
も
の
づ
く
り
へ
の
転
換
に
取
り
組
ん
で

の
少
な
い
も
の
づ
く
り
へ
の
転
換
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ

い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
射
出
成
形
技
術
や
バ
ッ
テ
リ
ー
式
の
建
機
と

ク
の
射
出
成
形
技
術
や
バ
ッ
テ
リ
ー
式
の
建
機
と

い
っ
た
環
境
に
配
慮
し
た
新
技
術
・
製
品
が
町
内

い
っ
た
環
境
に
配
慮
し
た
新
技
術
・
製
品
が
町
内

企
業
か
ら
誕
生
し
て
い
る
。

企
業
か
ら
誕
生
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
平
成

　

こ
う
し
て
平
成
３０３０
年
間
の
歴
史
を
俯
瞰
し
て
み

年
間
の
歴
史
を
俯
瞰
し
て
み

る
と
、「
失
わ
れ
た
」
と
言
わ
れ
る
時
代
に
あ
っ

る
と
、「
失
わ
れ
た
」
と
言
わ
れ
る
時
代
に
あ
っ

て
、
幾
度
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
坂
城

て
、
幾
度
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
坂
城

の
も
の
づ
く
り
に
か
け
る
情
熱
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
失

の
も
の
づ
く
り
に
か
け
る
情
熱
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
失

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
時
代
へ
と
受
け
継
が

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
時
代
へ
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

令
和
の
時
代
を
迎
え
た
今
、
世
界
は
混
迷
を
深

　

令
和
の
時
代
を
迎
え
た
今
、
世
界
は
混
迷
を
深

め
て
い
る
。
米
中
の
貿
易
摩
擦
に
よ
る
対
立
、
ウ

め
て
い
る
。
米
中
の
貿
易
摩
擦
に
よ
る
対
立
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
巡
る
欧
米
諸
国
と
ロ
シ
ア
の
対

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
巡
る
欧
米
諸
国
と
ロ
シ
ア
の
対

立
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
。
さ
ら
に
、
令
和
元

立
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
。
さ
ら
に
、
令
和
元

年
末
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

年
末
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
い
ま
だ
終
息
の
兆
し
が

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
い
ま
だ
終
息
の
兆
し
が

見
え
ず
、
先
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し
か
し
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必
ず
や
坂
城
の
も
の
づ
く
り
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そ

災
害
が
発
生
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

　

特
に
東
日
本
大
震
災
は
地
震
、
津
波
、
電
力
危

機
な
ど
「
想
定
外
」
の
複
合
災
害
と
な
っ
た
。
こ

の
大
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
災
害
に
対
す
る
考
え

方
に
大
き
な
変
革
が
生
じ
た
。

　

災
害
が
起
こ
り
得
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
う
え

で
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
「
減
災
」
と
い
う
考
え

方
は
、
そ
の
最
た
る
も
の
だ
。
ま
た
、
災
害
発
生

時
に
、
事
業
の
継
続
と
早
期
復
旧
を
図
る
た
め
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
も
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
に
入
っ
て
か
ら
も
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
は
、
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
坂
城
町

を
含
め
県
内
各
地
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。

　

今
後
も
町
の
産
業
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
災
害
に
対
す
る
強

靭
性
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
集
中
豪
雨
の
頻
発
化
の
要
因
と
考
え
ら

れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
な
ど
環
境
問

題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と
も
、
平
成
期

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　

平
成
４
年
（
１
９
９
２
）
の
地
球
環
境
サ
ミ
ッ

ト
以
降
、
環
境
問
題
に
対
す
る
国
際
的
な
議
論
や

取
組
み
が
重
ね
ら
れ
、
平
成
２７
年
（
２
０
１
５
）

に
は
、
環
境
、
社
会
、
経
済
の
課
題
を
不
可
分
な

も
の
と
捉
え
、
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
す
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）」
へ
と
発
展

の
度
に
飛
躍
を
遂
げ
る
も
の
と
信
じ
て
い
る
。

　

も
の
づ
く
り
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
雲
間
か
ら
差
し
込

む
陽
の
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を
照
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し
だ
し
て
い
る
の

だ
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輝
く
未
来
に
向
か
っ
て
。

し
て
い
く
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坂
城
町
に
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て
も
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平
成
の
間
、
各
企
業
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
な
ど
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
、
環
境
負
荷

の
少
な
い
も
の
づ
く
り
へ
の
転
換
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
射
出
成
形
技
術
や
バ
ッ
テ
リ
ー
式
の
建
機
と

い
っ
た
環
境
に
配
慮
し
た
新
技
術
・
製
品
が
町
内

企
業
か
ら
誕
生
し
て
い
る
。
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３０
年
間
の
歴
史
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れ
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熱
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Ｄ
Ｎ
Ａ
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、
失
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れ
る
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な
く
、
新
た
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代
へ
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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迎
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迷
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深
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摩
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Ｅ
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。
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